
東浦ふるさとガイド協会の広報紙です

村木砦の戦い 天文２３年（1554年）　信長20歳

１ 月 １８日 信長は那古野城の警備を舅斎藤道三の家来に任せて村木砦へ出陣の準備をした。

　 　21日 信長は馬に乗って那古野城を出発し、軍勢ともに熱田に停泊。

　　 22日 大風の中を押し切り熱田の港を出航し、伊勢湾を1時間程南下し知多に着岸。

信長は急いで小川（緒川）城で水野忠政の子信元に会い、この地方の情報収集と

作戦のための軍議を開き、この日は小川（緒川）に泊まった。

　　 24日 信長は夜明けと同時に今川勢の守る村木砦をめがけて出撃、東の大手門と

西の搦め手を味方の水野勢や織田信光らに攻めさせ、みずからは最も攻め

にくい南側からの攻撃を受け持ち、鉄砲を取っかえ取っかえ撃ちまくった。

今川勢の懸命な防衛を打ち破り、戦いは勝利したものの信長・信光勢・水野勢も

多くの犠牲を出した。（細部については、現地でガイドいたします。）

（太田牛一著『信長公記』ほかの文献資料より）

【ガイド・ふるさと散歩のお申込みお問い合わせ先】　東浦町郷土資料館うのはな館
　　☎　０５６２－８２－１１８８　　　住所：東浦町石浜桜見台１８－４
　　＜詳しくは「東浦ふるさとガイド協会」のホームページをご覧ください。＞

織田信長と水野信元が小川（緒川）城で軍議する

東浦ふるさとガイド協会は東浦の歴史や文化をＰＲするボランティア団体で
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